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I
　本書は，経営組織論および解放の神学（theO10gy　of　liberation）の研究老である薯者
（上智犬学経済学部教授，カトリヅク司祭）の30年におよぶ経営学研究の成果であり，
カトリソクの視点から現代企業のあり方を論究したものである。
近年，経営戦略が種々の角度から研究されてきているが，戦略の基盤となる経営理念
の倫理性の考察は少ない。本書は，その数少ない研究のひとつであり，かつきわめて挑
戦的な研究であると思われるので，宗教知識に乏Lい評老であるが，本書の内容を紹介
L，検討Lてみたい。
　本書の目次は，以下の通りである。
はじめに
第1章
第2章
第3章
第4章
第5章
第6章
第7章
第8章
第9章
第10章
第11章
第12章
人間尊重の経営理念
組織と個人の統合におげる経営着の役割
リーダーシップの未来像
マネジメソト・リーダーシップ
参加的リーダーシップ
参加的組織の形成
組織の構造論的分析
杜会的環境に対する組織の適応
『人問の労働』に基づく経営理念の変革
企業の杜会的責任
経営学の基礎，人格の考察
人間尊重に基づく経済秩序
あとがき
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　以下，まず各章ごとに概要を述べることとする。
　「はじめに」の冒頭で，薯老は，αI．バーナードのr協働の拡大と個人の発展は相互
依存的な現実であり，それらの問の適切な割合，バラソスが人類の福祉を向上する必要
条件であると信じる」（田杉競他訳『経営老の役割』）という言葉を引用し，このバーナ
ードの協働体系論に基づいて，本書を展開することを明きらかにする。また，薯老は，
学際的（InterdisciPIina町），国際的（Intemati㎝al），昂際的（Inte叩eople），および人
際的（Interpersona1）な視点の重要性を指摘する。すなわち，著老は，組織と人間との
関係を，先進諸国のみならず第三世界の民衆の立場をも含めて，科学的に研究すぺきこ
とを主張する。さらに，薯老によれぱ，教皇パウロ六世（在位，1963－1978年）は，r…
　（評老省略）現代人に愛と友情，祈りと協働の喜び，優れた価値を悟ら喧，自己を再
発見させ，その能力と個性を存分に開発させるような新しいヒニーマニズムを探求する
人々の台頭が期待されてやまない」と述べ，新しいリーダーの出現を要請しているが，
薯老は，教皇のこの希望を実現する一助とLて本書を薯わしたのであ私
　第1章では，人間尊重の経営理念とLての経営参カロが論じられる。著老によれぱ，経
営参加とは，r組織の各レベルにおいて，組織の運営，つまり意思決定・目的形成・間
題処理の遇程に組織の全メソバーカミ参加すること」である。この参加が，組織内の人々
を疎外状況から解放し，相互の協働や人問的成長を可能にする。さらに，著者は，経営
参加を「経済効率優先の最大利潤追求を目的」とするタイプと，国際化，民主化のため
のタイプにわげ，後者のタイプの経営参加の必要性を強調する。この主張の背後には，
r人格の根源には，他の人格に開かれた杜会性・隣人愛が宿っているが，この本性がい
っそう高度になる組織化によって，さらに開発され，陶冶される方向が探求されねぱな
らない」という著者の信念がある。
　組織化と経営参加とを結びっける契機は，二つある。ひとつは，組織の経営責任老が
「共通善，つまり共同の福祉」に対する意識をもつことであり，もうひとつは「自律性
（補勤性）」の原理の実施である。とくに，後着は，組織の構成員がそれぞれ自律性をも
ち，相互に補助しあうことを意味している。組織問レベルでいえば，大組織は，小組織
を支配するのではなく，小組織の補助を必要とL小組織は，大親織を補助することによ
り，自律性を獲得できるということである。
　さらに著老は，理想的組織の形成・運営には，民主性ぱかりでなく機能的な合理性お
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よび杜会性が必要であると主張する。すなわち現実の管理一組織，計画，調整，動機
づけ，統制一においては，権隈委譲の原則，分権化の原則，目標による管理の原則お
よび杜会正義と杜会愛の原貝0が貫徹される必要がある。そのさい，リーダーシップを発
揮するすべてのレベルの経営管理考は，自已規律をもち，道徳性，責任性に基づき，合
理性と民主性の統合，個人目標と組織目標の統合，経営理念，管理職能と経営管理者の
統合，をはかるべきであるとされる。なお薯老のリーダーシップ観は，人聞と仕事（職
務）とを組織的に結びつけ，かつ箪新的，創造的でなけれぱならぬというものであ㍍
　薯者は，本章で，組織の合理性，民主性，杜会性を強調し，とくに，経営参加を成功
させるためには，人間の尊重が基本であると主張す肌
　第2章は，リーダーシッブの統合的役割を論じ乱そこでは，まず，組織と個人の対
立が理念・目的・利益・期待の対立に分類されて分析される。この対立を克服するため
に，リーダーは，（1）共通目的の形成と受容　（2）伝達体系の維持と支持　（3）協働意欲の確
保と高揚，以上三つの要件の実現をはかる必要がある。とくに（1）では組織の統合機能を
遂行するものとしての共通目的（r見えぎるリーグー」）が強調され，（2）では「命令」が
重要であるが，それも「状況」によって必然的に生みだされた非個人的なもので，参加
老が全員納得できるものでなければならないことが主張される。（3）ではM．P。フォレッ
トの「循環的行動」が強調される。それは，紛争状況で，紛争当事者はたんに対立する
相手だけと対時するのではなく，白己をも含めた循環的対応が必要であることを意味す
る。
　以上，本章では，統合的リーダーシソブが強調され，その理論的根拠としてはバーナ
ードの誘因と貢献理論やフォレソトの「状況の法貝0」などが援用され私
　第3章では，組織と個人の統合の間題が論議される。著老は，従来の「統制型」や
「強権的」リーダーシソプに対して，これからは，環境変化の激しい時代となりかつ人
閲性の回復が主張される杜会になるので，r参加的」・r協働的」リーダーシップが必要
であるとす私また，リーダーシッブのあり方として，前述の「補助性の原理」が重視
される。すなわち，たんに個人を組織に吸収するのは，r正義」に反することであり，
「組織化の目的は，そのメ：■パーを助けることにあり，それらを吸収してしまって破壊
することにあるのではない」と主張する。
　第3章でも，未来のリーダーシップは，協働に基づき，r人問尊重」を第一とするこ
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とが強調される。そして，薯老は，r『人間尊重』の第一にあげられるべき自由とは，責
任ある選択をすることであ私組織にあって個人の能力を多少越えていると思われる目
標を達成することを通Lてその自由は全うされ，成熟開花・自己実現の欲求は満たされ
るのである」と述べ，人間をたんなる組織の歯車とすることを批判す乱
　第4章では，マネジメソト・リーダーシッブの「内容」とr課題」が対象となる。
「内容」とLては，バーナードの組織成立三要素の促進，管理職能の遂行，職務遂行上
の権隈と責任が指摘さ，r課題」としては，（1〕合理性を追求する機能的組織づくり，（2）
民主性を追求する参加的組織づくり，（3〕杜会性を追求する開放的組織づくり，があげら
れる。著者によれぼ，このマネジメソト・リーダシッブの「内容」と「課題」が実現さ
れることによって，組織の悪しき官僚制や閉鎖性が克服される。
　なお，本章は，組織の開放性に関して，海外進出企業が地元住民と良好な関係を保つ
べきことも強調する。
﹈?
　第5章は，最近，日本でも注昌されているブラジルのバウロ・フレイレの著作『被抑
圧老の教育学』（Pedagogy　Of　the　Oppressed）とr自由のための文化的行動』（Cultural
ActiOn　for　FreedOm）に基づき，参加的リーダーシヅプが論じられる。フレイレは，
従来のリーダーシソプ論にみられる「抑圧的行動」と彼の「参加的（革命的）リーダー」
を対比して，後老は民衆への態度において，民衆と共にあり，かつ，参加的であると主
張する。フレイレによれぽ，解放を目指すリーダーは，r自分の属している階級をすて，
愛と真実の関わりあいの絆によって抑圧された老と真に連帯する」のである。
　著老は，このフレイレのリーダーシップ観が，キリストの「受肉のリーダーシソプ」
と同類のものであると指摘する。すなわち，薯老は，rキリストば，補の身でありたが
ら，神としてのありかたに固執Lようとはせず，かえって自分をむなしくしてしもべの
身となり，人閻と同じようになった。その姿はまさしく人問であり，死にいたるまで，
十字架の死にいたるまで，へりくだって従う老となった」（フィリピ，2章6－8）とい
う使徒バウロの言葉を引用して，これがフレイレのいう民衆とともにあるリーダーと同
じようなものであると指摘する。
　さらに，薯者は，フレイレの指摘するリーダーの条件の本質と思われるものを検討す
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るが，評老にとって重要と思われる点は，薯老がリーダーシップにおける「同一性と相
違性」について述べていることであ㍍すなわち，リーダーは，民衆と同一の地平に立
ちながらも，抑圧さ九ているグループが「現在の要求をこえて進む機会を与える」とい
う意味で相違性を発揮したげれぱならないのである。それゆえ，フレイレのリーダーシ
ップ論では，放縦と権威主義は否定されるが，正当な指導，権威および自由は肯定され
る。
　この章では，固有の経営学から若干は在れて，ラテソ・アメリカを中心に広く知られ
ているフレイレのリーダーシップ論が紹介さ松高く評価される。著老は，すでに編著
rフィリピソの民衆と解放の神学』（明石書店）を世に問うており，フレイレのよき理解
老といえる。
　第6章では，マグレガーのXY理論などの検討のあとで，主としてリッカートの組織
理論の立場から，第ニバチカソ公会議（1962年一1965年）以降のカトリツク教会の組織
が分析される。そのさい，薯者は，リッカートのシステム4の枠組により，カトリック
教会の組織を原因変数，媒介変数，結果変数の視点から検討する。
　原因変数としては，リーダーシヅプのパタソが取り上げられ乱とくに第ニバチカン
公会議以降，教会の司教や司祭などの聖職者のリーダーシップは，著老によれぱリッカ
ートの参加的リーダーシヅプ（システム4）と合致する。もともとキリスト教の最初の教
会では教会員は相互に信頼しあう，神に「仕える者」であり，そこにおけるリーダーも
「仕えられる老」ではなかった。その精神は，現代にも伝承されるべきであり，リーダ
ーは「統治・支配・管理ではなく，調整・奉仕カミその任務である」と薯老は主張する。
またリッカートの「連結ピソ」の役割をはたすリーダーは，かれの属する共同体の「感
じ」を，連結する上位組織に正確に伝えなけれぱならない。さらに，薯者はリッカート
のrここでいうリーダーとはr第一たらんと欲する老は最後の老たれ』というキリスト
のことぱの通りである。聖書を借りて敢えて次のように言いたい。『幸いなるかな柔和
た人』かれらこそ真に組織を形成Lうる老だからである」という言葉を引用して，r仕
える老」としてのリーダーのあり方を強調する。
　次に，媒介変数とは，組織の内的状態であり，原因変数と結果変数を媒介す乱薯老
はイニシアティブ，共同責任，協力，意思疎通（コミュニケーショソ）など9項目の媒
介変数を検討する。例えぱ，r意思疎通」の項では，rヨハネニ十三世教皇以来，パウロ
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六世も第ニバチカソ公会議も，教会内部でのコミュニケーシ昌ソの必要さを『対話』と
いうことばで強調している」と述ぺ，さらに，意思疎通の前提としてコミュニケーシ目
ンを発する側にも受け取る側にも「謙虚さ」が必要であることを指摘する。Lたがって，
教会の位階に関係なく教皇，司教，司祭，および一般の教会員にも，謙虚さが必要であ
り，その態度こそ，最も福音的であるとされる。
　最後に，結果変数が分析される。薯老によれぱ，教会の場合にはマテオ福音書28章20
節「あなたがたは行ってすべての国民を弟子として，父と子と聖霊の名によってかれら
に洗礼を施し，あ底たカミたに命じておいたいっさいのことを守るように教えよ……」と
いう教会の使命をいかにはたしているかということが，結果変数となる。具体的には，
教会の内部では，リーダーが「仕える」老として各共同体に参加し，メソバーとの協働
によって，媒介変数を積極的に展開することであり，対世界的には，教会全体が平和な
杜会の建謝こ努カすることなどである。
　以上が第6章の主張であるが，第ニバチカソ公会議以降のカトリツク教会の現代化の
動向も紹介・検討されている。そこで著着は，参加的リーダーシッブがカトリック教会
の本来の姿であることをも指摘する。
　第7章では，組織の非人聞化的側面について検討す㍍著老は，その問題を「力の諸
領域」，r意味の諸領域」および「環境からの制約と組織の適応」などに分けて論議す
る。
　薯者は，r組織は，人が求めるように世界を形成してくれる多目的用の道具である。
それはある問題，出来事に対するある人間，あるグループの解釈を他の人間，他のグル
ープに押しつけ，共有させるのに必要な手段を提供する」というC・ペローの言葉を引
用Lて，組織内の力を中心とした支配，従属関係を指摘し，さらに，具体的には予算配
分権（組織内資源配分）の問題において生じる組織内のコソフリクトについても論じ
る。さらに薯老は，r権造的なものを組立てるということは，意味，目的を生み出し，
再生するという過程のことである」と述ぺ，組織における意味の重要性を指摘する。そ
して，その意味を決定し，制度化するのが，組織における力の保持老である。また，組
織の存立のためには，メンバー間の相互理解という基盤が必要であり，その相互理解を
深めるような構造を必要とするので，r構造化」は避けることはできないとする。
　さらに薯老は，状況適応理論を援用して，組織が，法律等により制度化された環境に
1392
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適応していくべきことを指摘する。
　以上，本章では主として組織のバワー関係の現象学的解釈が展開されてい私そして，
組織は，人間の協働を可能にするものであるが，いったん構造化されると，非人間的に
なりがちであることが指摘される。また，組織は環境からの要求に応えるオーブソ・シ
ステムでなけれぽならないことも主張される。
　第8章では組織と環境との関係が論議され乱薯老は組織と環境に関する研究状況を
検討したのち，R・ストラソドの「組織の杜会的責任，杜会的感受性，杜会的対応の体
系的モデル」を手蟄りに，組織と環境との関係を整理し，検討する。例えば，r杜会的
対応」に関して言えぱ，対応には3っのタイプがあり，第1のタイプは組織の資源依存
分野に変化を加えようとするものであ飢　これは，r組織の環境構造」を変化させよう
とする対応であり，政府規制の軽減を要求する行動がその一例であ肌第2のタイプは，
消極的対応で，圧力を加えたり，訴訟をおこしたりして，環境からの組織への要求に対
応しようとするものである。第3のタイプは，杜会からの基本的恋諸要求に対応するも
のである。例えぱ，杜会の生活の質や労働環境の質に関する二一ズヘの対応がその一例
である。
　本章では，著老はまた，企業組織と環境に関する研究の枠について具体例をあげて説
明L，今後，この方面の研究が一層充実しなけれぱならぬことを強調する。
　第9章では，著老は現教皇ヨハネ・パウロニ世の回勅rLaborem　Exercens：人問の
労働』（1981年9年15日発布）に基づき，現代社会を分析・批判する。
　ヨハネ・パウロニ世の回勅は，カトリソクの「労働は資本に優先する」という根本原
貝凹に基づき，現代世界にみられるr物質主義」やr経済主義」の誤りを強く批判す飢
さらに著老によれば，この回勅は国際的視野を強調し，次のように主張する。すなわち
「国内・国家間，世界の各次元で杜会正義を推進するために労働老同士の，そLて労働
老との連帯が重要である。労働の主体が杜会的に奴隷化し，労働老の搾取が増大し，貧
困と飢えが拡大するときには，つねに労働老の連帯がなけれぱならない。
　カトリック教会はこの連帯にすぺてをかけ飢これこそ教会の使命，奉仕，キリスト
ヘの忠誠の証しだからである。この教会と労働老との連帯によって，教会は真にr貧し
い人の教会』となりうる。」と。
　また著者は，同回勅を敷術Lて，労働について，r労働には人間性特有のしるしがっ
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いている。それは人問の共同体の中で活動する人格のしるしであり，このしるしが労働
の内面的特徴を決定づげ，労働の主体を構成している」と述べ，だがその「労働」が現
代でば先進国，開発途上国，また経済体制のいかんにかかわらず，尊厳性を失っている
と批判する。
　著者は，こうした状況を打破するためには，問接的雇用老たる政府が，適切な労働政
策を実施し，直接雇用老たる企業の経営者が，バーナードのいう組織の有効性（組織の
目的達成）と能率（組職メソバーの個人動機の満足）のバラソスを実現するようにしな
げれぱならぬと主張する。
　要するに本章では，日本企業の進出先の地域住民の福祉をも考慮して，ヨハネ・パウ
ロニ世の回勅の主旨と意義が述べられてい私
　第10章は，著者のアメリカでの研究成果のひとつである企業倫理（business　ethics）
に関する研究である。薯老によれぱ、これまでも企業内のモラル責任については種々研
究されてきたが．企業外部に対するモラル責任はそう多くは論じられていない。そこで
薯老ば，企業の法規造物主説および法規認知説に矛盾Lない企業モラル責任論を，株主，
取締役会，経営者などの責任を中心に展開す私とくに，地域杜会に対する責任が重視
される。そLて，モラル責任逐行のための企業構造について論及し，企業における「モ
ラルに対する考え方，雰囲気はトップの経営者によって設定される」と指摘し，経営責
任老の倫理観の重要性を強調す飢さらに薯考は，モラル的行動を遂行するための10項
目のポイソトをあげる。例えば，取締役会と経営執行部との分離，アカソタビリティー
の重視，反・毛ラル的行動に対する制裁措置などを提案している。さらに国の内外におげ
る資本の論理（利潤とコストの論理）の優先に対する薯老の批判が，企業倫理の視点か
ら展開されている。
　第11章では，カトリヅク教会における「人権」擁護の系譜と経営活動での人問性の重
視に関する考察がなされる。
　薯者によれぱ，カトリック教会の近代における人権の教えは教皇レオ十三世（在位
1898－1903年）のときに始まる。レオ十三世は，回勅r労働老の境遇』において，絶対
主義国家への人格の従属を拒否し，人問ぱ国家に優先すると指摘しれそして，多数決
によって政治的決定がなされることは，専制政治への道につながると批判しもそれは，
C．マレーが指摘するようにr全体主義的民主主義に対する低抗」であったと薯者は言う。
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さらにレオ十三世は労働者階級の悲惨な状況に関して「神さえもr大いなる尊厳をもっ
て』遇する人間の尊厳を冒すことは，誰れにも許されない」と述べ，労働老の奴隷化に
反対する。またr質素で行恋いの正しい労働者カミ生きてゆくに充分な賃金を支払わねば
ならない」ということがたんなる賃金協定よりも「もっと高くもっと古い自然的正義の
法則」であると主張する前掲回勅が高く評価される。
　次に著者は，教皇ピオ十一世（在位1922－1939年）の回勅rドイツにおける教会の位
置』（1937年）を分析する。薯者によれぱ，この回勅はナチ・ドイツに対する批判をな
し，r杜会正義」の概念を発展させた。この立場によれぱ，人間の尊厳ば，単に個人的
なものでなく，杜会正義によって守られねぱならない。また，ピオ十一世は回勅r無神
論的共産主義』（1938年）において，集会の権利と財産を所有し使用する権利等を擁護
する。
　次に，教皇ピオ十二世（在位1939－1958年）の1942年のクリスマス教書では，第二次
世界大戦の無秩序ぶりを批判して，r秩序」が重視され，人間の尊厳に基づくかぎりに
おいて，「秩序の機能は合法的」であるとする。またピオ十二世は，国家の役割は，個
人の基本的人権に基づき公益（共通善）を推進することであるとし，国家の無制隈な権
力の発揮を批判Lた。
　続く教皇ヨハネニ十三世（在位1958－1963年）は，第ニバチカン公会議の召集を決定
して，カトリック教会の革新への道を開いれさらに，ヨハネニ十三世は，薯者が近代
の教皇教書のうちで最も注目浴びたという回勅r地上の平和』で当時イタリアで盛んに
なりつつあった共産主義運動に関して，薯著によれぱ，それが「たとえr誤った哲学的
教義』に榎づくものであっても，何かr積極的かつ是認に値する要素を含んでいるので
はないか』と問う姿勢をとった」のであ乱また薯老は，ヨハネニ十三世が人格こそ
「すべての杜会制度のr根本，原因，目的』である」と主張Lていることを紹介す乱
　またヨハネニ十三世は，前掲の回勅r地上の平和』においてさらに，家庭生活，宗教
活動，経済活動，政治活動における市民の大巾な権利を正当とみなしている。例えぽ，
経済活動では経営に十分に参加する権利，正当な賃金を得る権利などが主張されてい
乱著老によれぱ，かかる「カトリソク教会の杜会教説は，自由民主主義やマルクス主
義が行ったよりもさらに統合された方法で人間の尊厳に対する脅威にこたえることとな
った」のである。
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　また，ヨハネニ十三世が召集した第ニバチカソ公会議は，薯老によれぱ，その最終セ
ヅショソで，「現代世界憲章」と「宗教的自由に関する教書」を公布したが，前老がと
くに人権について重要な発展を含んでい飢薯老によれぱ，そこでは「現代の特徴のう
ちでとくに重要な点は，r世界におげる平和と人問の役割，人間の個人的および全体的
努力の意義，そして現実と人間性の究極的目標』についての一般的危機感である」と指
摘され肌著老は，また，この憲章によって，人間の存在の超越性と同時に歴史や環境
が重視されていることを評価する。つまり，各状況に適した杜会教説が必要なのであ
る。
　本章では，著老は，最近におけるカトリックの杜会教説を歴史的に概観し，そのニッ
セソスを提示してい私そして，薯者は，バーナードのいう「協働の拡大」と「個人の
発展」のバラソスのとれた相互依存関係が実現できる杜会秩序の創造こそ教会の立場で
あることを指摘する。
　第12章では，キリスト教の価値観と経済との問題が論じられる。著老によれば，日米
経済摩擦の背後には，価値観の相違があり，アメリカの場合にはキリスト教の価値観が
杜会の基盤にある。したカミって，その価値観を理解することが日米両国の真の交流には
必要なのである。そのため，本章では薯老は，米国カトリック教会の最高責任老250名
より構成された司教団によるr経済教書』およびそのブレーソであるセンター・オブ・
コソサー：■のr米国経済政策への提言』さらにはヨハネ・パウロニ世の回勅などに基づ
いて，キリスト教，とくにカトリックの教説を説明する。
　まず，キリスト教の価値観の基礎が，隣人に対する愛にあり，経済的には人のために
なる経済，すなわち「経国済民」（薯老傍点）であることが指摘される。
　次に「経済生活におげる規範」の項では著老は，規範に関して，最近では聖書の中に
すべてがあると信じるというようた見解に同調するカトリック倫理学老が多くないこと，
また自然法のカトリック学派（薯老によれぱこの学派は「社会生活に対する神の意志は，
創造を通じて人問性に入りこんだ秩序によって伸介されると考えられる。したがってそ
こから導き出される二次的教訓も，同様の普遍性をたずさえることになる」と考える）
の思想が，第ニバチカソ公会議以来，実質的にはカトリソクから遺棄されていることを
指摘する。さらに薯老は，アクィナスの「自然法に属するものは異なる状況，人々の環
境によって修正をうげる」という言葉も引用し固定的観念のとりこになることの誤りを
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指摘する。
　また，共通の規範をもつことはイメージを共有するごとであり，したがって規範を論
じる場合には，想像（イメージ）のもつ役割が充分理解されねぱならぬことを著老は指
摘する。次に実践理性と想像から生まれた経済生活におけるキリスト教的規範が述べら
れる。そこでは，まず，ヨハネ・バウロニ世のいうr杜会的愛」の重要性が指摘され，
具体的には聖書にあるr財産管理」（stewardship）のイメージが強調される。次に，キ
リスト教的な「杜会組織の原貝U」には公益の優先，補助性の原理の重規，参加の促進，
基本的二一ズの充足などが含まれていることが強調される。
　著者は，以上のような杜会組織の原則と聖書全体にみられる価値観とに基づく評価基
準（例えぱ，現在の経済体制は飢餓，貧困，疾病，抑圧から解放されているか，またそ
の経済秩序は個人の尊厳と権利を推進しているか）によって，米国の経済体制を国内経
済構造と国際経済構造に分げて分析し，批判する。さらに，著老は，r疎外」などの現代
的間題意識をもったヨハネ・パウロニ世の回勅r人類のあカミない主』の杜会教説を前述
の評価基準に照らして検討す糺そこで薯老は，ヨハネ・バウロニ世の回勅が北側の先
進国と第三世界との支配従属関係を断罪していることを明きらかにする。そして，最後
に薯者は経済制度変革のための9つの価値基準を提示する。例えぱ「経済は財産管理の
活動である」という価値基準の項では，世界の資源が神のものであり，神が人間に与え
たものである，それを創造主からの委託により人問がその労働によって，人間のものに
変化させているのであるが，その過程において，r疎外」が生じ，労働老の尊厳がおか
されてしまうことが指摘される。
　以上が最終章の要約である。薯老は，アメリカ司教団の『経済教書』などに基づき，
現代世界の南北問題などにもふれ，あるべき経済秩序に関して，種々の提言もしてい
る。
　以上，本書の概喀を述べた。
皿
以下においては，薯老の間題意議や本書の意義などについて触れたい。
まず，薯著の間題意識を検討Lてみよう。本書評の冒頭で述ぺたように，薯老はカト
リヅクの司祭であり，かつ経営学老であるという立場からカトリックに基づいて，企業
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行動の規範を論じ私薯老の視点からすれぱ，現代の企業が，国内，国外（とくに第三
世界）において行う種々の反人道的行為一本書で具体例をもう少し列挙Lてほしかっ
たが一は許せないものである。したがって著老は，そうした企業行動を批判L，カト
リツクの労働優先，弱きものの救済を強く主張する。そこに，薯老をして本書を完成せ
しめた原動力があるといえよう。また，著老のこのような批判は，G．グティエレスの
r解放の神学』（関　望，山田経三訳，岩波書店，1985年）をはじめとするラテソ・ア
メリカにおけるカトリックの新しい波に呼応したものである。薯老は，この「解放の神
学」について多くの著書，論文，訳書を発表L，造詣が深いのであるが，その神学的知
識とバーナードにはじまる近代組織論の成果を結合しようとしたのが本書の特徴であ
る。
　問題は・このカトリソクの信条ないL神学と杜会科学としての経営学とがいかに結合
されるかということである。その点では，本書は，リーダーシップ論にしろ，杜会的責
任論にしろ，かなり成功をおさめているといえる。例えぱ，第3章のリーダーショブ論
では以下のように述ぺる。
　人間はそれ自身，一個の宇宙であり，認識によってその内に全宇宙をも包含しうる小
宇宙がある。さらに愛によって自由に自己を他の存在に与えることもできる。人間の見
える骨肉の内にば見えたい霊の，しかも全物質的宇宙よりもすぐれた価値をそなえた存
在が宿っているのである。この霊こそ人格性の根源である。貴い人間存在，r人格尊厳」
の根拠は人格性のこの本質的探求の深みに至って，はじめて見出し得る。人聞はその内
なるものの主人となることによってはじめてその外なるもの一切の主人ともなる。
　上のような薯者の「人格尊厳」の信念は，組織におげる「補助性の原理」を重視させ，
参加的リーダーシップこそ，今後のリーダーシップの理想像であるという結論へと導
く。そこには，M－Lラムがr杜会変革をめざす解放の神学一被抑圧老との連帯一』
（山田経三訳，明石書唐，昭和62年）において指摘する信仰と理性のバラソスがあり，
評者があえて名づけれぱ「経営の神学」ともいうぺき経営学の新しいパラダイムの構築
への大きな一歩が踏み出されたといえよう。
1398
　　　　　　　　　　　　　　　　書　　　評　　　　　　　　　　　　　　　295
　本書の意義は，本書の概要を述べたさいにふれたカトリックの社会教説を資本の論理
と対決させ，われわれが無意識のうちに是認しがちな企業の非人間的側面を明確にして
くれる点にあると言えよう。すたわち本書によって，われわれは，現代カトリシズムの
ラディカルな杜会批判を，歴代教皇の回勅恋どに関する著老の今日的視座からの解説に
よって，認識できるとともに，国際化している現代企業の行動がいかにあるべきかを了
解できるのである。
　また，これまで経営組織論的にみて，カトリック教会は，バチカンの教皇をトップと
するきわめて厳格な階層組織であり，環境適応に問題があるという印象を受けていたが，
本書を読むかぎりでは，とくに第ニバチカソ公会議以降，カトリックはハイアラーキー
を維持しつつも，その伝承の枠内で環境に適応していこうとしていることが認識でき
る。キリスト教史の初期には，本書が示すように，参加的リーダージップも比較的容易
に実現できたと思われるが，今目のように世界各副こ9億のメソバーをもつ大規模複合
組織となったカトリソクが，参加的リーダーシップを再認識L，組織革新を遂行Lつっ
あることは，とりわげ驚くべきことといわざるをえない。こうしたカトリックの組織論
的発展についても，本書は貴重な情報を与えてくれる。
　さらに，本書におげる企業倫理への言及は，薯老がディジョージのr経済の倫理』
（明石書店，昭和60年）の訳者でありかつまた上記のような著老の間題意識からすれぱ，
必然的なロジックであり，本書によって企業倫理に対する関心が，杜会において一層高
まることが期待される。薯老は，自由と責任を一対のものとしてとられ，責任のともな
った自由の重要性を強調する。例えば，企業が海外進出する場合には，ホスト・カソト
リーの住民に対する種々の責任を負っているのであり，できるだけ「自由に」，公害を
まきちらすことなどは，許されないのである。このように，企業の外部環境への配慮と
企業倫理を結びつげ，新しい杜会的責任論を展開している点にも本書の意義があ乱
　いずれにしても，本書は，経営戦略研究にさいして企業も研究老もややもすれぱ二次
的にみなしがちな「人間尊重」の問題を第一に考え，正面から考察した価値ある研究成
果であるといえよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明石書店，昭和62年3月，315頁）
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